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１．尾瀬国立公園について

「名峰に囲まれ花咲き乱れる日本最大の山岳湿地～

日本の自然保護運動発祥の地」

尾瀬国立公園の概要

１．尾瀬国立公園について
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尾瀬国立公園（全域）区域図

１．尾瀬国立公園について

⚫ 指定：平成19年８月30日
⚫ 面積：37,222ha

（福島、栃木、群馬、新潟）

●見直しの経緯
昭和９年 日光NPの一部として尾瀬地域を

指定
平成19年 日光NPから分離独立し、尾瀬

国立公園として指定
令和２年 第一次点検

●風景形式
尾瀬沼及び尾瀬ヶ原の開放的な湿原及び

湖沼景観とこれらをとりまく燧ヶ岳等の
2,000ｍ級の山岳からなる雄大な盆地景観、
会津駒ケ岳の稜線や田代山の山頂に広がる山
地湿原景観等が特徴。

日光国立公園

尾瀬ヶ原

燧ヶ岳

尾瀬沼

尾瀬国立公園の概要

１．尾瀬国立公園について
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今回の変更のポイント
２．今回の変更(一部変更)について

●利用施設計画の見直し
• 富士見峠（野営場）の追加
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かつては主要な登山口であった富士見峠について、利用拠点としての魅力を向上す
るため、野営場事業を追加するもの。
なお、令和４年３月に群馬県片品村が策定した「尾瀬国立公園群馬県側利用拠点計

画」において、富士見峠における具体的な計画として、廃業した富士見峠宿舎の撤去
や富士見峠を拠点とした新たなツアー造成、野営場や休憩所等の利用施設の整備を進
めていくこととしている。



今回の変更の背景 ２．今回の変更(一部変更)について
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● 尾瀬国立公園の利用者数

● 尾瀬国立公園の登山口における利用者数の偏り

尾瀬国立公園の開山期の利用者数は、
平成２～７年度まで５０万人台前半で推移、
平成８年度には過去最多の６４万人台を記録したが、
その後減少が続き、近年では３０万人台前半で推移。

・令和３年度は約１１万人、令和４年度は約１６万人。

図 尾瀬国立公園の入山者数の推移（参考）
「2022年 尾瀬国立公園の入山者数について」（環境省報道発表資料）

尾瀬国立公園の主要な入山口のうち、
・ 「鳩待口」からの入山者数：全入山者数の６割強、
・ 「沼山口」からの入山者数：１割強、
・ 「大清水口」、「御池口」からの入山者数：各１割弱。
尾瀬ヶ原などへのアクセスが容易な「鳩待口（鳩待峠）」からの利用が半分以上を占めている。

尾瀬国立公園では、利用の分散を進めるため、尾瀬が持つ多様な魅力を活かしたコンテンツ
造成・情報発信を行うことで滞在型・周遊型の利用を推進する取組みを実施してきている。
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公益財団尾瀬保護財団HPより



富士見峠野営場の追加

• 本事業地は尾瀬ヶ原の南部の標高約1,860ｍに位置し、周囲はオオシラビソ等を主体とす
る自然性の高い樹林帯である。付近にはアヤメ平、富士見田代等の高層湿原が見られる。

• かつては尾瀬国立公園において最も利用者数が多い入山口として機能していたが、鳩待峠
など他の入山口の整備等に伴って利用者数は減少し、富士見峠宿舎事業（通称：冨士見小
屋）が廃業するなど利用拠点として魅力が低減している。

第１種特別地域（民有地）

冨士見峠

●位置図 ●公園計画図

アヤメ平

富士見田代

ふ じ み と う げ

第１種特別地域

尾瀬ヶ原

アヤメ平
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２．今回の変更(一部変更)について



富士見峠野営場【決定】尾瀬国立公園

・尾瀬国立公園における、富士見峠の利用拠点としての魅力を向上するため、 今回野営場
事業を追加し、同時に事業決定。なお令和４年３月に群馬県片品村が策定した「尾瀬国立
公園群馬県側利用拠点計画」において、同拠点の魅力向上に向けた具体的な計画を作成。
・今後、野営場や休憩所等の利用施設の整備を民間事業者により進めていく予定。事業規
模及び施設整備は、基本的に冨士見小屋撤去跡地の敷地で設計。
・本事業地を起点としたツアーコンテンツの造成も行い、富士見峠を利用拠点として機能
させることで新たな利用者層を獲得できるほか、鳩待峠に集中していた利用の分散（混雑
緩和）効果も期待でき、公園利用全体の最適化に資する。

第１種特別地域

テントサイト予定地

テントサイト・管理棟
設置予定箇所

周辺歩道の様子

富士見田代
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富士見峠野営場の追加
ふ じ み と う げ ２．今回の変更(一部変更)について



テントサイトの整備

⚫ 登山者ではなく、家族連れなどを対象にしたキャンプ利用（手ぶらでキャンプ）
なども想定し、テント設置スペースであるデッキを整備。キャンプサイトへのア
クセスは、E-bike等の活用を想定。

⚫ 野営場の管理及び緊急避難所と
して機能する管理棟を設置。

⚫ 公衆トイレは、近接する富士見
峠休憩所事業のトイレ（東京パ
ワーテクノロジー株式会社が執
行）を使用。

管理棟兼避難小屋の設置

執行者予定者：一般社団法人尾瀬アウトドアスポーツ振興会

富士見峠野営場【決定】尾瀬国立公園
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富士見峠野営場【決定】尾瀬国立公園

富士見峠野営場の追加
２．今回の変更(一部変更)についてふ じ み と う げ



富士見峠野営場【決定】

• 当該地は、令和４年度に冨士見小屋が撤去された跡地（表土が露呈している更
地）である。そのため、事業用地確保のために周囲の樹林帯における木竹の伐
採等は行われないほか、事業敷地内に既存植生は存在していないことから、本
事業による自然環境への影響は極めて小さいと考えられる。

• 当該地は周囲を樹林帯で囲われていることから、周辺歩道や展望地等から望見
されづらい。施設については、自然公園法及び管理運営計画に基づいて、景観
に配慮した設計がなされる予定である。

• トイレについては、近接する富士見峠休憩所事業のトイレ（東京パワーテクノ
ロジー株式会社が執行）を使用するため、し尿についても適切に処理される。
また、露出している表土の流出防止対策についても、富士見峠富士見下線道路
（歩道）事業執行者である片品村と対応を検討している。

自然環境への影響

尾瀬国立公園
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パブリックコメントの実施結果

■概要

・実施期間 令和５年３月30 日（木）から４月30 日（日）

・意見募集の結果 （意見提出数）

電子メールによるもの 計１通（1件）

郵送によるもの 計０通

ＦＡＸによるもの 計０通

今回の変更案にかかるもの 計０件
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